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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：A-35   

部門 研修成果活用 
 
平成２９年度  
健康教育指導者養成研修 

学校名・氏名 
 
鹿児島県南九州市立松ヶ浦小学校  
教諭 内野 裕太 

レジリエンスの育て方 
～学級活動⑵・⑶を中心とした実践～ 

課題の設定  

本校は，全体的に自己肯定感が低く，自分に自信がもてず，課題を粘り強く解決することができない児童
が多い。そこで，学級活動⑵・⑶における学習過程（「磨き合う」過程の新設）を工夫・改善したり，学級活
動⑶におけるキャリア教育を充実させたり，主にソーシャルスキルトレーニングを行う「スキルタイム」を朝の活動
（月に二度で 1 回 15 分）に設定したりすることで，児童の意思決定スキルや自己指導能力などが高まり，
レジリエンスが高まると考えた。 

方針・計画 

⑴学級活動⑵・⑶における学習過程（「磨き合う」過程の新設）の工夫      
⑵学級活動⑶におけるキャリア教育の充実 
⑶「スキルタイム」の設定 

活動内容 

⑴強い決意をもって個人目標や実践方法を意思決定するための学習過程の工夫・改善 （図①） 
⑵学級活動⑶－ア 題材：めざせ！理想の自分！【複式３・４学年】        （図②） 
⑶年間を通しての自己の成長が実感できる活動及び環境整備の工夫         （図③） 
⑷児童アンケートを基にした意図的・計画的な「スキルタイム」スキルタイムの実施（図④） 

活動の成果 

⑴学級活動⑵・⑶に「磨き合う」過程を位置付けたことで，「決める」過程において，強い決意をもって個人目
標や実践方法を意思決定でいるようになった。 

⑵児童の自己実現に向けたキャリア形成の素地が育まれ，どんな困難な状況においても，しなやかに適応し，
生き延びる力であるレジリエンスが高まってきている。【図表①】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

⑴学級活動⑵・⑶における学習過程（「磨き合う」過程の新設）の自校化 
 
⑵学級活動⑶における先進的な実践研究 
 
⑶研究成果の還元の工夫 
※福井県立丹生高等学校の実践を参考 

【図①：強い決意をもって個人目標や実践方法を意思決定するための学習過程の工夫・改善】 

 
 

【図④：意図的・計画的な「スキルタイム」の設定】 

 

 
【年間計画の一部】 

 

 
【研究成果資料・動画】 
 

 

【本校独自の学習過程】 

実践例：学級活動⑵－ア  

題 材：朝活を充実させて，学級をパワーアップさせよう！ 

ねらい：主体的に朝活に取り組めるような意思決定ができる。 

 

 

【図②：学級活動⑶－ア 題材：めざせ！理想の自分【複式３・４学年】 

ねらい：教師や保護者の思いや願いを基に一年間の個人目標を意思決定することができる。 

     
                   【図③：年間を通しての自己の成長が実感できる活動及び環境整備】 
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